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骨格筋（筋組織）は、私たちの体重のおよそ40%を占める最大の臓器
であり、すべての“力”の発生源である。筋組織を構成する筋細胞は多核
の巨大な細胞であり、筋原線維、T管、また筋小胞体などの高度に組織
化されたユニークなオルガネラを持つ。遺伝性および障害性筋疾患の解
析から、筋オルガネラの生理的な重要性は認識されているが、細胞分画
法による単離が困難である上に培養系で再現できないことから、それら
が形作られるメカニズムの解明は長らく阻まれてきた。これまでの研究
は、遺伝性筋疾患の原因遺伝子の解析が主であり、いまだその一部しか
明らかにされていないと考えられる。筋オルガネラの理解には、順遺伝
学的手法である遺伝性筋疾患の原因遺伝子の同定と解析だけでなく、よ
り包括的な新たなアプローチが求められている。このような背景から、
私たちはショウジョウバエを利用した独自の解析系を用いて、筋オルガ
ネラの解析を進めている。本セミナーでは、筋オルガネラに関する最新
のデータを紹介するとともに、今後の研究の方針についても議論した
い。
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